
●石幡新三郎宅
築 130 年のそらいろデイの本家
桑折町で最も古い養蚕住宅。そ
らいろサポーターとして活動を
支援。地域おこし協力隊などの
農業研修生受け入れの住居拠点
づくりへの展開を期待。

●つどいの家
旧岩崎宅。築 70 年の養蚕住宅。
ホームホスピスとして一般社団
法人星空が運営。医療依存度の
高い方々 6名～ 8名が入所して
いる。そらいろデイとはデイ利
用者の看取りで連携を実現。

●大内家本家（一夫氏宅）
バラ園、ダリヤ園、ユリ園運営。築
80 年の養蚕住宅。花畑の無料開放。
お花見会の協力。農家レストラン、
民泊、イベント会場への展開へ期待。

●桑折町立伊達崎小学校
創立 140 年の地元の小学校。60 年前
は児童数 400 名だったが現在が 70 名
に。街場の小学校への統合が迫って
いる。町では今後の小学校の在り方
検討会を発足させた。今後、学校の
機能、建物の利活用などこの地区の
未来のコミュニティづくりの鍵を握
るランドマークとなる。

●旧大槻万之丞宅
現当主大槻栄之氏は NPO 法人
そらいろの理事として、活動
運営にかかわる。桃、リンゴ、
米の専業農家としてそらいろ
事業をサポートしている。

●そらいろ農園
田圃５５アール、畑１５アール。
そらいろでの米消費量４００㎏を賄う。
畑では、有機肥料、不耕起の野菜づくり
をめざす。農都交流、グリーンツーリ
ズムの拠点。

計画地
そらいろデイ

カイコからカイゴへ
繭の家から紡ぎだす村の福祉

養蚕住宅が持続可能なコミュニティ再生への拠点となる
消滅した養蚕業の遺産となる築 117 年の養蚕住宅を地域コミュニティづくり
の拠点として再生する。3年前に開設した地域密着型通所介護そらいろデイは
その第一歩。介護は特別な場所で特別な事をすることではない。当たり前の暮
らしを当たり前に送ることを支援するケアである。当たり前の暮らしとは、口
からおいしく食べ、ぐっすり眠り、たっぷり飲み、トイレにすわってすっきり
排泄し、お風呂にゆっくりつかり、多様な人と豊かな関係をつくり、遊びを夢
中で楽しむことこそ、高齢者を元気する元である。こうしたケアの場を要介護
老人だけではなく、不登校や引きこもりといったケアの狭間にいる人たちも含
めたイドコロとなり、ナリワイづくりにつながる地域に開かれた拠点となる。

事業の背景　この地域の抱える課題
福島県伊達郡桑折町伊達崎は全国有数の桃の産地で果樹園が広がる地域で
ある。また、古くから養蚕業で栄えた村でかつては多くの家で繭が作られ
ていたが現在は養蚕業は消滅。近年は人口減、少子高齢化により離農、耕
作放棄地、空き家が増加。地元小学校も児童数は 70 人と最盛期の 6分の
1に。市街化調整区域という縛りの中、空洞化が進行。将来コミュニティ
は存続していけるのか。やがて無住の地になるのではないか。そんな地域
に向き合い、かつての地域産業であった「カイコ」の養蚕住宅を地域で直
近の問題である「カイゴ」へ転用し介護をベースとした新しい縁を紡ぎだ
す地域福祉づくりへの取り組み「縁家プロジェクト」を提案する。

駐車場

そらいろ農園
事業所の食材をまかなう。農業体験を通して
農都の交流を育む場にもなる。

コンテナゾーン
知･食･物のコンテナ。地域に開放し、
多種多様な世代の居場所となる。

母屋　そらいろデイ
地域密着型通所介護。現在の縁側を周囲に広げ
利用者や住居住民との交流の場と機会を創出する。

桑折町立伊達崎小学校
地域のラウンドマークとなる場。統廃合後の
活用が期待される。

そらいろ果樹園
地域の特産である桃を栽培
春にはご近所さんを呼んで花見を楽しむ。

納屋工房
既存の倉庫に庇を +α。果樹園で採れた桃の加工
や味噌づくり。子どもに物創りを楽しむ体験を！

シェアハス
5人利用。既存建物に一部増築。
みんなで一緒に安心して住む

出入口
通から開かれた入口は誰でも入りやすい。
乗合バスやキッチンカ―の出入りも想定。

木漏れ日の庭
起伏のある庭は子供たちの絶好の
遊び場に！事業利用者との交流の場となる

この地域残る養蚕住宅にも汎用され地域独自
の福祉ネットワークとして広がっていく！

縁家プロジェクトでおらの家も
活気が出てきたべ

やっぱ土を触ると落ち着くな。
いい野菜ができるといいない。

そらいろの周りは最近活気づいてんなぁ
おらもそのうちお世話になっぺ。

通ってた学校がそのまま活用されて
嬉しいべな。

実家の養蚕住宅も縁家プロジェクトに
活用してもらうべか

そらいろ広場
おおきなかまどが皆を出迎える
さまざまなイベントにスペースに利用

カイコからカイゴヘ　そしてその先の「５つのカイ」へ

断面イメージ
コンテナゾーン そらいろ広場 母屋デイサービス シェアハウス

母屋上階　ｹﾞｽﾄﾊｳｽ
ブリッジ

まゆ縁側 通り土間

「そらいろデイ」　これまでの歩みと地域との歩み
「村の中で介護の場をつくり、生活の場が介護の場となり、終の棲家をつくる」そんな思いで 2019 年からそらいろデイ
の開設に向けて動き出す。近隣住民のサポート、県との協議を重ね 1年を経て「地域密着型通所介護そらいろデイ」の
開設にこぎつける。当初は認知度も低く問い合わせも少なかったが、次第に利用者も増えて地域にそらいろの存在が広
がっていく。2022 年、地域のみんなで介護を考える運営推進会議を立ち上げる。村の関係者達が集まり地域の介護につ
いて話し合いを持つ。2023 年、認知症ケアセミナーを町の社協との共催で開催。そらいろデイでも定期的に講師を招い
て介護技術講習会を町のバックアップのもと開催。多くの地域住民が参加し改めて地域における介護の重要性を認識。
2024 年 11 月、町主催の介助技術講習会をそらいろがコーディネイターとして協力､準備中。町との相互協力関係が地域
における活動の広がりを後押しする。また、高齢者だけではなく多様な世代の受け皿となるべく新事業を展開していく
ことに。町と県もそらいろの活動に理解を示し、今後は行政と共に活動を展開していきたい。

現況敷地

１周年を記念した芋煮会 交流の様子

〈縁家プロジェクト〉

ちまき作り

介助技術セミナーの様子
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世界をつくる
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ゲストハウス5部屋

ゲストハウス2部屋
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読書に集中できるな

共同で仕事をしよう！

今日はこもって仕事だべ！

養蚕住宅は本当大きい家だな！

家より落ち着くんだなぁ

吹きぬけから下階の様子が分かる一体感
風の循環を促す

庇のフレームを活用して上階も回廊をつくる

観光や農業研修のちょっとした宿に活用

コンテナの上部は庇付きベンチスペースに
引きこもり・読書・それぞれの居場所として活用
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コワーキングスペースなど多用途に活用できる小部屋

知のコンテナ

水路水路水路水路水路水路水路

道道道道道道

 13 13 13 13 1  

5555

隣

2

2727272727

▲

20FTｺﾝﾃﾅ
14㎡

食のコンテナ

物のコンテナ
集いの場集いの場集いの場集いの場集いの場集いの場集いの場

共同LDK共同LDK共同LDK共同LDK共同LDK同 LDK

共同 LDK

私設図書館

事務所事務所事務所事務所事務所事務所事務所

浴室浴室浴室浴室浴室浴室浴室脱衣脱衣脱衣脱衣脱衣脱衣脱衣 更衣更衣更衣更衣更衣更衣更衣

収納収納収納収納収納収納収納

通り土間通り土間

農収納農収納農収納農収納農収納農収納農収納

収納収納収納収納収納収納収納

宅老所相談･休憩

坪庭坪庭坪庭坪庭坪庭坪庭坪庭

洗面洗面洗面洗面洗面洗面洗面

台所

ディサービスディサービスディサービスディサービスディサービスディサービス

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ
ｽﾛ

ｰﾌ
ﾟ

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ
ｽﾛ

ｰﾌ
ﾟ

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ
ｽﾛ

ｰﾌ
ﾟ

ｽﾛ
ｰﾌ

ﾟ

ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1ｼｪｱﾊｳｽ1

ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3ｼｪｱﾊｳｽ3

ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4ｼｪｱﾊｳｽ4

ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2ｼｪｱﾊｳｽ2

かまど

駐車場

カフェ

マルシェ
ショップ

シェアハウス

地域の乗り合いバスの利用を
考慮した駐車場計画

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｄ
何か新刊あるかな？

やっぱりみんなで住むと楽しいな

桃の剪定終わったど、少し休憩していくべ

庭を探検しよう！

今日はどんな野菜が入ってるかな？

今日はちまき作るって！楽しみ！

かまどは落ち着くベ

今日も子供たちは元気だなぁ

今日はなに作るか決めた？迷うね

近くに来たし少しだけ寄って行くべ

もう少しで桃が満開だベ

散歩の休憩に丁度いいべ

そらいろ広場

涼の庭

西側の雑木林は夏場の厳しい西日を遮ってくれる

6,000 冊の蔵書と地域の方からの本を
持ち寄ったみんなの図書館

駐車場から大きなかまどが
出迎えてくれる多用途広場

建物を取り囲むまゆ縁側は利用者同士の出会いの場

一部増築して 5名が利用できる

既存の納屋を活用してモノ創り工房兼倉庫に

3名の利用ができる

納屋工房 桃ジャムノ試作はどうだべ？

工作場にも使える広いデッキ

ディサービス

ちまきの準備しなきゃ！汗

まゆ縁側

井戸水の活用　
生活用水はもちろん、災害時への備えにも

コンテナゾーンはイドコロ・ナリワイ
づくりの場として活用できる

誰でも気軽に立ち寄れるオープンスペース

井戸の復活

木漏れ日の庭

そらいろ桃畑

養蚕住宅　汎用ダイアグラム

養蚕住宅　母屋

付加ユニット　

独立ユニット

建物環境の改善と耐震補強も兼ねた付加ユニットと敷地状況に

合わせ独立ユニットを配置する。地域に点在する養蚕住宅に

汎用され、地域の福祉ネットワークを目指す。

地域の福祉ネットワークを紡ぎだす

配置図兼１階平面図　1：200

２階平面図　1：200

既存平面図

南北断面図

Ａ：地域に開く　周囲に開かれた場となるよう、道路から敷地全体が見渡せる。木々に囲まれた心地よい空間の各所での活動が、見渡せ見守られる

コンテナゾーン

上階回廊

集いの場

ゲストルーム
多用途スペース

既存の母屋にまゆ縁側を付加し、空いた敷地スペースには独立ユニットとしてコンテナを置く。他の養蚕住宅にも汎用できる形態。

養蚕住宅の特徴を生かし、かつての蚕棚空間を小部屋として有効活用。周辺環境を生かした新たな付加で夏場空調に頼らないパッシブな建物を目指す。

庇兼上階の回廊は深い庇
で夏場の直射日光を防ぎ
冬場の寒気緩衝帯にもなる

まゆ縁側

夏
　
南
中
高
度

78
度

南北の風が吹き抜ける

暮らしの場そのものが介護の場。 太い柱、漆喰の壁、畳、光あふれる縁側、床の間、

土間、 座敷。 この地域の養蚕住宅には必ずあった風景。 こうした昔ながらの空間と

機能をケアの現場に取り込みながら懐かしさと心地よさを創出する。 母屋周囲をめぐ

るまゆ縁側は土間空間を通して隣接するマルシェカフェや私設図書館、 納屋工房とも

つながり周辺敷地や農地ともどこからでもフラットにアクセス可能とすることで、 閉じがち

な介護現場を空間的にも心理的も開放し多様な世代との交流の機会を創出する。

さらに、 そらいろ内外の各セクションの繋ぎやフィルターともなり、 スタッフや利用者同士

よく見えあう関係を作り出す。 このように、 かつての縁側の機能をさらに拡張させ、 地

域との空間的、 精神的な親和性、 開放性を形にした。 また、 母屋上部とも繋が

るコンテナ上部空間にも落ち着いて過ごせるイドコロを兼ね備えることで、 利用者やス

タッフはもちろん、 この場を利用する方々の垣根を超えた同じ目線でつながることので

きる空間を整える。

設計コンセプト

この地域には養蚕業の遺産ともいえる養蚕住宅が今も数多く残っている。そして

市街化調整区域という制度に縛られ「養蚕住宅」という用途のまま放置されてきた。

しかし、福島県は衰退する地域の維持や再生につなげるため、同区域内でも事業

用建築物に用途変更ができるように基準改正に舵を切った。築 117 年のこの養蚕

住宅も地域のニーズに合わせて、既存の建物を生かしつつ多様な場を付加するこ

とで新たな価値を吹き込む。母屋をめぐる半屋外デッキ＝まゆ縁側もその一つで

あり開放的な中間領域は多様な人が出会い、つながりを紡ぐ場になる。また母屋

2階部分の蚕棚があった空間の利活用をはじめ、敷地余剰地のコンテナ設置によ

るマルシェカフェ等の創出はこの地域に残る他の養蚕住宅にも汎用できる内容・

工法となっている。そして、災害時への対策とし太陽光パネルの設置、既存井戸

を活用して備てえいく。このような拠点整備がかつての産業遺構をベースにした

地域独自の地域福祉ネットワークの基礎となることを期待する。

場と暮らしを紡ぐ空間づくり

Ｃ：母屋２階

Ｅ：創るを楽しむ

納屋工房
シェアハウス

ゲストルーム

そらいろ桃畑

母屋

納屋工房

コンテナゾーン

既存の母屋付加ユニット 付加ユニット独立ユニット

上階回廊

蚕棚だった天井裏を有効活用

建物の内外・上階とも視線がつながり、利用者・スタッフの動きはもちろん、
地域の方々とも見えあう関係。視線だけでなく光と風がかけめぐる

これまで使われていなかった元蚕棚空間は、コワーキングスペースにも
なるゲストルームとして活用。落ち着いた居場所づくりに貢献する

隣接桃畑で作業後の一服。集いの場でちょっとおしゃべり。
かまどを囲んで芋煮会。土足のままで集える土間の良さ気軽さ

Ｄ：涼の庭とかまど広場　

木漏れ日の庭

Ｂ：内部各所ともつながる

ＤＩＹ工作や食品加工の場として活用される納屋工房。
創作活動を介してシェアハウス住人や地域の方々との交流も促す半屋外空間が大活躍！

そらいろ広場

■建築概要
　建物種類：既存改修、一部増築
　構造：木造、スチールコンテナ
　敷地面積：256.78 ㎡
　延べ床面積：234.56 ㎡
　用途地域：市街化調整区域
　主な用途：地域密着型通所介護､宅老所
　          高齢者向けシェアハウス
　          私設図書館､カフェ､物販
            ゲストハウス　

近隣の養蚕住宅 かつての蚕部屋

まゆ縁側

冬　南中高度 23 度

集いの場

涼の庭

まゆ縁側

涼の庭
集いの場

木漏れ日の庭

木漏れ日の庭

かまど

まゆ縁側

デイサービス

太陽光パネル
災害時の非常電源

デイサービス

まゆ縁側


